
FieldWork 地域選択



街つくり：地域共生
型新しいライフスタ

イル

１地域文化の掘起こしと地域団体の連携

谷中菊まつり 1984~

地域雑誌『谷中根津千駄木』1984~2009

地域団体・大学の連携「親しまれる環境調査」1986~1988

２持続的・連鎖的な家とまちの再生にむけて

まちを知る（歴史、路地、建物、自然、遊び、思い出し）

古い建築物の機能を今の時代に適したあり方に変えて、

新しい機能を付与すること。（歴史的建物の保全、路地や緑の保全）

まちとひとをつなぐ（新旧住民交流、お祭り参加、子供イベント）

３．地域共生型集合住宅から新しいライフスタイルを探索

多様化した塊を今の核家族もう内包することができない

新しい集住の形：地域共生型集合住宅の効果

開放型、半開放型（緩衝空間）を」導入する 緩衝空間とプライベート空間は互い影響し合
い、新しい家族形式を作る

4． 半開放空間を共有する

古民家の機能を付与し、街と社会を融合させた再生理念を街つくり手法。

各家族のプライバシーを確保しながら集団生活の楽しみを享受します。



江戸・東京の背景と谷中
寺町谷中、東北・北陸方面の玄関：上野

鍬形蕙斎紹真の木版画、「江戸名所之絵」初版は享和3年（1803）



街つくり

• 経済のグローバル化は世界の都市の均質化を招き、各地の都市
は都市の魅力と特色を回復するための挑戦に直面しており、コ
ミュニティーレベルで都市の魅力を再構築する計画実践が注目
されている。日本では、コミュニティーづくりは「町作り」や
「町作り」とも呼ばれ、住民が生活の質を向上させるために行
うコミュニティ空間計画行動に由来しています。



• 1970年代、日本経済の急速な発展に伴い、古
い都市を効果的に改造するため、日本政府は
都市再開発事業を強力に推進し、「都市再開
発法」を中心に古い都市を改造する制度体系
を形成しました。その後、日本大の都市開発
は急速に発展し、特に古い都市の改造、都市
の中心区の更新が加速し、建築の高層化と都
市の高密度化が注目され、都市環境の悪化な
どの副作用ももたらした。大規模な都市の再
建は多くの伝統的な街並みや自然環境を一変
させ、人々の不満を引き起こし、「コミュニ
ティの魅力の再生」運動を起こしました。



• 都市の魅力と発展の原動力は文化
の蓄積からきている。そのため、
都市の魅力の再生産は、政府が大
規模に建設に投入することによっ
て実現されるほか、コミュニ
ティーレベルで都市の「人」の参
加を通じて魅力的な文化的次元の
建設を実現する必要がある。日本
建築学会によると、地域社会の既
存の資源をもとに、多様化した主
体の参加と協力のもと、住民自身
の近くの居住環境を改善し、地域
の活力と魅力を高め、「生活の質
向上」を図るための一連の活動を
続けている。「魅力再生産」の目
標はコミュニティの建設の重要な
目標であり、コミュニティの建設
の根本的な意義である。



• 谷中地区は東京市日暮里駅の西南側にあり、上野駅の西北端に広がる面積は69 h㎡、約
5400世帯、10300人（2005年12月）である。この地域は二回にわたって大きな打撃を受け
ました。一つは1923年の関東大震災、もう一つは第二次大戦が終わる前の爆撃です。し
かし、この2回の大きな打撃はこの地域を完全に破壊したことはなく、大規模な開発もま
だ行われていない。

• 谷中地区は江戸前時代1600～1867年の基本的な都市形態を継承しており、この時期の道
路網の構造も残している。谷中地区は江戸前の主な寺院区域として、今でも70余りのお
寺がこの地区に残っています。また、お寺に関する小さな墓地や大きな霊園（日暮里駅
の南西部地区）も数多く残しています。谷中地区は豊富な歴史文化資源を持っており、
多くの文化財古跡、近現代史跡と歴史建築を持っています。元の伝統建築の姿を比較的
完全に残しています。江戸前時代の伝統的な姿と地方の特色を反映しています。これは
谷中地区の魅力再生産の重要な担体です。





•谷中地区の都市形態には三つの特徴があります。第一は道路網
システムが狭い路地から構成されています。第二は区域内に大
規模で高密度の小さな家が集まっています。第三は多くのお
寺、神社、関連の墓地及び塀に囲まれた開放空間を持っていま
す



•日本の大通りの両側の建物の高さは道路の幅と密接に関係して
いるため、狭い街のスケールは日本の各都市の大規模な再開発
を制限する強い制約である。そのため、東京の他の地域に比べ
て、狭い街や多くのお寺がある谷中地区では、街区の再開発で
大規模な再建が避けられ、地方の歴史や文化の記憶が保たれて
います。



•しかし、都市の発展と開発力の増加に伴って、谷中地区は空間、
社会と文化の面でも手を焼く問題に直面しています。建設需要
がありますが、小規模の街区は大型建築を制限しています。性
交通の増加によって、道路幅の需要が高まり、コミュニティの
少子高齢化の傾向が地域の活力を弱め、木造建築を保留しなが
ら、経済性と経済性を考慮しなければなりません。防災性、こ
れらの問題は、地域のルールや住民がコミュニティの構築を
きっかけに、空間、文化などの面で対応と改善を行い、魅力的
な再生産を実現するよう促しています。
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わが国に対する啓発



1）文化的
記憶の魅力
を重視する

• 我が国もコミュニティの建築の中で文化
の内包を際立たせて、魅力の再生産の実
践を行うことを試みます。北京南鑼鼓巷
のように、ここ10年の保護計画の中で、
住民に対して戸別インタビューを行い、
コミュニティ企画意見募集会を開催し、
コミュニティ文化及び住民に対する訴求
に基づいて、歴史、建築様式、文化雰囲
気及び近隣関係の保護をより良く実現し、
魅力的な再生産を実現することを目指し
ています。しかし、中国にはまだ多くの
コミュニティ企画がありますが、まだコ
ミュニティ文化資産の保護を重視してい
ません。



2）ボトム
アップした
コミュニ
ティ育成

• 日本のコミュニティの建設は、形成から
実施まで末端のコミュニティ活動の出現
を強調し、その核心は下から上へ、自発
的に形成された公民参加体制にある。コ
ミュニティの建築における魅力再生産
は、住民が参加することを奨励する大規
模な活動を展開するだけではなく、住民
がコミュニティ共有空間を利用する権利
を維持する上で、コミュニティ住民の参
加意識と興味の育成を重視し、誠実で友
好的な隣人感情と地方歴史文化に基づく
共同記憶を培養する。下からの参加メカ
ニズムは日本のコミュニティが作る動力
源であり、コミュニティが長く魅力を維
持できる根源でもあります。



3）多元
化の主
体参加

• 谷中地区のコミュニティの建築実践において、
そのコミュニティの建設過程で参与主体の多元
性が徐々に増加しており、社会力、市場力、政
府力の多元主体は人材、資金、情報、政策など
の各角度からコミュニティの建築プロジェクト
を支持していることが見られます。この多くの
主体が参加する過程で、わが国に対して啓発的
なのはNPOの育成及びコミュニティの建設過程
と大学との密接な協力である。このほか、谷中
地区のコミュニティ建設の経験から、東京芸術
大学、東京大学などの大学の積極的な参加はプ
ロジェクトの発展を促進し、魅力的な再生産を
実現する重要な力であることが分かりました。
ここ数年来、我が国の高校及び関連分野の教師
も多くのコミュニティ調査と計画実践に参加し
てきましたが、まだ初歩的な探求段階にありま
す。日本のコミュニティの建設過程における大
学の参加経験は私達の学習と参考に値すると思
います。


